
     

 
 

令和７年度の栃木市職員採用試験（後期試験）を次のとおり行います。 

また、今回の試験は、電子申請での受付とします。 

               

受付期間 令和７年６月２０日(金) ～  ７月３１日(木) 

・令和７年７月３１日１７時までの受信を有効とします。 
 

１ 職種・受験資格等 

職 種 採用予定人数 受験資格等（それぞれ全ての要件を満たす方） 

一般事務 

下記①から③のいずれかに該当する方 

２名程度 ① 
・令和７年４月から令和８年３月までに高等学校の課程を卒業する見込み

の方【高校生枠】 

１５名程度 ② 
・平成７年４月２日から平成１９年４月１日までに生まれた方（学歴は問

わない）（学歴は問わない）【新卒・既卒枠】 

２名程度 ③ 

・昭和５５年４月２日以降に生まれた方 

・受験申込時において、栃木市外に住民登録がある方で、採用後６か月以

内に栃木市に移住・定住する意向がある方 

・本社及び本庁所在地を栃木市外に置く民間企業または他官公庁におい

て、令和８年３月末日時点で直近５年以内に通算３年以上の一般事務に

関する実務経験を有する見込みの方【移住・定住枠】(※1) (※2) (※3) 

土木技師 

下記①から③のいずれかに該当する方 

３名程度 ① 
・令和７年４月から令和８年３月までに高等学校の土木に関する課程を卒

業する見込みの方【高校生枠】 

５名程度 

② 

・平成８年４月２日以降に生まれた方 

・高等学校以上の土木に関する課程を卒業した方、又は令和８年３末日ま

でに卒業見込みの方 

・受験資格③枠の要件に該当しない方【新卒・既卒枠】 

③ 

・昭和５５年４月２日以降に生まれた方  

・高等学校以上の課程を卒業し、民間企業または他官公庁において、令和

８年３月末日時点で直近５年以内に通算３年以上の土木に関する実務経

験（道路・河川等土木構造物の設計、施工管理、監督等）を有する見込

みの方(※1) (※2) (※3) 【実務経験者枠】 

建築技師 

下記①から③のいずれかに該当する方 

２名程度 ① 
・令和７年４月から令和８年３月までに高等学校の建築に関する課程を卒

業する見込みの方【高校生枠】 

２名程度 ② 

・平成８年４月２日以降に生まれた方 

・高等学校以上の建築に関する課程を卒業した方、又は令和８年３月末日

までに卒業見込みの方 

・受験資格③枠の要件に該当しない方【新卒・既卒枠】 



③ 

・昭和５５年４月２日以降に生まれた方 

・高等学校以上の課程を卒業し、民間企業または他官公庁において、令和

８年３月末日時点で直近５年以内に通算３年以上の建築に関する実務経

験（建築物の設計、工事監理、施工管理等）を有する見込みの方 (※1) 

(※2) (※3) 【実務経験者枠】 

※１．受験資格③枠の実務経験年数について、大学院の修士課程修了者は、経験年数が２年以上であれば要件を満
たすこととします。 

※２．受験資格③枠の「実務経験」の期間については、正規、非正規の雇用形態に関わらず、同一企業・団体等に
おいて、継続して２年以上勤務した期間を対象とします。 

※３．受験資格③枠の受験者は、第１次試験を免除し、所定の様式により実務経験の内容の確認を行います。 
※４．休業等（病気休暇、育児休業等）の期間が１か月以上ある場合は、その期間は職務経験に含めることはでき
ません。 

※５．職務経験期間を確認するため、最終合格発表後に、職歴証明書等の提出が必要となります。 
※６．本試験は、次の各号のいずれかに該当する方は、受験できません。 

(1) 日本国籍を有しない方 
(2) 拘禁刑以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの者 
(3)  栃木市職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過していない者 
(4) 日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張す

る政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した者 
※４．この試験の受験者は、令和７年度に実施する栃木市職員採用試験における同職種の試験を受験することはで

きません。 
 

２ 試験の日時、場所及び合格発表 

区分 日   時 場    所 合 格 発 表 

第
１
次
試
験 

令和７年９月７日（日） 

  受  付 8:30 ～ 9:00 

  教養試験 9:30 ～11:30 

栃木市役所本庁舎 

１０月２日（木） 

・合格者へ通知 

・市のホームページに掲載 

第
２
次
試
験 

（第１日目） 

  令和７年１０月中旬頃 

 適性試験・作文（小論文）試験 
・受験者全員へ合否を通知 

（第２日目） 

  令和７年１０月中旬頃 

  集団面接試験 

第
３
次
試
験 

  令和７年１１月中旬頃 

  個別面接試験 

・市のホームページに掲載 

・受験者全員へ合否を通知 

※第２次試験・３次試験の日程等は、合格者にお知らせします。 

 

３ 最終合格者の発表 

令和７年１２月上旬に市ホームページに合格者・補欠合格者の受験番号を掲載します。ま

た、第３次試験受験者宛て合否を通知します。 

合格者（採用候補者名簿登載者）のほかに補欠合格者を決定することがあります。補欠合

格者は合格者の辞退等により欠員が生じた場合に、成績順に採用候補者名簿に登載されま

す。補欠合格の有効期限は令和８年３月末日とします。 

 

  



４ 試験の方法及び内容 

区 分 種 目 内   容 

第１次試験 教 養 試 験 

市職員として必要な一般知識および教養について、択一式による筆

記試験を行います。試験の程度は、高等学校卒業程度とします。ただ

し、受験資格③枠の受験者は、第１次試験を免除し、所定の様式によ

り実務経験の内容の確認を行います。 

第２次試験 

適 性 試 験 
市職員として必要な適性について、専門的な検査方法により試験を

行います。 

作 文 試 験 
受験資格等③枠以外の方 

市職員として職務遂行に必要な表現力、論理的思考力等について試

験を行います。 

小論文試験 
受験資格等③枠の方 

社会人として培われた専門的な知識等について試験を行います。 

集団面接試験 

主として人物について、集団面接による試験を行います。た

だし、職種によっては、第１次試験の受験者が少数の場合、集

団面接を省略する場合があります。 

第３次試験 個別面接試験 主として人物について、個別面接による試験を行います。 

 

５ 受験申込手続 

受付期間 

電子申請のみ 

令和７年６月２０日（金）～ ７月３１日（木）１７時【受信有効】 

・申込内容の審査後、受験票データを受験者本人宛て電子申請システムにて返信します。 

８月２２日（金）までに受験票データが返信されない場合は、総務人事課にご連絡くださ

い。 

申込方法 

・市ホームページ＞職員採用＞令和７年度 栃木市職員採用試験（後期試験・自己アピール枠試 

験）のページから電子申請によりお申込みください。 

・試験申込書に添付する写真データは、申込前３か月以内に撮影した正面胸から上のものとして 

ください。 

申込書 

記入上の 

注意事項 

・記載事項に不備があると、受験できない場合があります。 

・市役所からの連絡、通知等を現住所以外のところに希望する場合は「通知等送付先」に記入し

てください。 

・職歴欄には、直近の職歴順に記入し、正職員でない場合（臨時・嘱託等）はその旨を記入して

ください（自営業、農業従事、在家庭の期間等も記入のこと。ただし、在学中のアルバイトは

記入不要）。 

・資格免許欄（運転免許含む）には、取得見込みの資格についても記入してください。 

 

  



６ 合格から採用まで 

(1) 最終合格者は採用候補者名簿に登載され、このうちから任命権者が採用を決定するこ

とになります。採用は原則として令和８年４月１日付ですが、採用候補者名簿に登載

された方が全員採用されるとは限りません。 

 (2) 資格・免許を必要とする職種にあっては、所定の期日までに当該資格・免許を取得で 

きない場合は、採用される資格を失います。 

(3) 実務経験を必要とする職種にあっては、実務経験を欠いていることが明らかになった

場合は、採用される資格を失います。 

 

７ 給 与 等 

学歴、経歴等を考慮の上、初任給が決定されます。 

現行の栃木市職員の給与に関する条例等に基づく初任給の基準は次のとおりです。 

 

 

 

※令和７年４月１日現在の金額。採用前に給与改定等があった場合は、その定めるところによる。 

受験資格等③枠は、学歴・職歴等に応じて、職位（主任または主事）および初任給が決

定されます。社会人枠の初任給（参考）は、大学卒業後から市に採用されるまでの期間を

民間企業等で就労していた場合の参考額（採用時年齢３２歳の場合）を記載しています。 

上記のほか、扶養手当・地域手当・住居手当・通勤手当・時間外勤務手当・期末手当・

勤勉手当等が支給されます。 

 

８ 個人情報・試験申込書の取扱い 

試験申込書に含まれる個人情報は、栃木市職員採用試験の資料としての目的以外には使

用しません。また、試験申込書、その他受験に際し提出された書類等は返却しません。 

 

９ 試験結果の簡易開示  

試験結果は、受験者本人に限り、口頭で開示を請求することができます。 

開示希望の方は、受験者本人が本人であることを確認できるもの（学生証、運転免許証、

マイナンバーカード等の顔写真が貼付されたもの）を持参の上、総務人事課にお越しくだ 

さい（土、日および祝日は開示不可）。なお、電話・郵便等による開示請求はできません。 

 

試 験 開示請求できる人 開示する内容 開示の期間および場所 

第１次試験 

不合格者 得点および順位 
合格発表の日から１か月

間、総務人事課にて開示 
第２次試験 

第３次試験 

 

大学卒 短大卒 高校卒 社会人枠（参考）  

２２０，０００円 ２０４，４００円 １８８，０００円 ２５６，４００円 

 


